
１
４
年
度
委
員
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１

意
見
交
換現

実
的
目
標
で
の
議
論
を
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

危
機
感
伝
達
へ
新
た
な
活
動
必
要

気候変動に関する政府間パネル
座
長

学
界
委
員
産
業
界
委
員

本
社
委
員

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

　

ＩＰＣＣ　　 （気候変動に関する政府間パネル）
　

設立　世界気象機関（ＷＭＯ）及び国連環境計画（ＵＮＥＰ）により 年に設立された国連の組織
　

任務　各国の政府から推薦された科学者の参加のもと、地球温暖化に関する科学的・技術的・社会経済
　　　的な評価を行い、得られた知見を政策決定者を始め広く一般に利用してもらうこと

　

構成　最高決議機関である総会 ３つの作業部会及び温室効果ガス目録に関するタスクフォースから構成

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
５
次
報
告
書
に

関
連
し
、
柔
軟
な
目
標
設
定

や
日
本
の
温
暖
化
交
渉
戦

略
、
関
心
が
高
ま
る
温
暖
化

リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い
て
幅
広

く
意
見
交
換
し
た

ＩＰＣＣに関わる
最新の報告に関し
て活発な討論が行
われた

　
地
球
の
温
度
上
昇
を
産
業
革
命
前
に
比
べ
２
度
Ｃ
程
度
に
抑
え
る
目

標
。
２
度
Ｃ
を
超
え
る
と
海
面
上
昇
な
ど
気
候
変
動
に
よ
る
被
害
が
拡

大
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
２
度
Ｃ
以
内
の
実
現
に
は
温
室
効
果
を

招
く
二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
４
次
報
告
書
は
２
１
０
０
年
ま
で
に
２
度
Ｃ
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
０
０

年
比

―

％
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
と
ま
と
め
た
。
こ
の
報
告
を
受

け
、

年
に
洞
爺
湖
で
開
か
れ
た
主
要
国
首
脳
会
議

Ｇ
８

で
「

年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
少
な
く
と
も
半
減
さ
せ
る
目
標
」

を
各
国
が
共
有
。

年
の
イ
タ
リ
ア
で
の
Ｇ
８
で
も
半
減
目
標
を
再
認

識
し
、
先
進
国
全
体
は

年
ま
で
に

％
の
削
減
を
目
指
す
目
標
を
支

持
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

２度Ｃ目標

■
地
球
環
境
産
業
技
術
研
究

機
構
理
事
長
、
東
京
大
学
名

誉
教
授

　
茅
　
陽
一
氏

か
や
・
よ

う
い
ち

東
大
数
物
系
大
学

院
修
了

工
学
博
士

。
東

大
教
授
、
慶
大
大
学
院
教

授
、
科
学
技
術
振
興
事
業
団

環
境
関
連
研
究
統
括
な
ど
を

経
て
現
職
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
文
明

共
同
代
表
、
環
境
文
明
研
究

所
代
表
取
締
役
所
長

　
加
藤
　
三
郎
氏

か
と
う

・
さ
ぶ
ろ
う

東
大
工
学
系

大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
厚

生
省

現
厚
生
労
働
省

入

省
、
環
境
庁

現
環
境
省

国
際
課
長
、
地
球
環
境
部
長

な
ど
を
経
て
、
環
境
文
明
研

究
所
を
設
立
。

　■
住
環
境
研
究
所
代
表
取
締

役
会
長

　
中
上
　
英
俊
氏

な
か
が

み
・
ひ
で
と
し

東
大
大
学

院
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専

攻
課
程
博
士
課
程
修
了
。
住

環
境
研
究
所
を
創
設
、
所

長
。
株
式
会
社
に
改
組
し
、

代
表
取
締
役
所
長
を
経
て
、

現
職
。

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月２３日 水曜日 【特別企画】 （ ）

■
旭
化
成
環
境
安
全
部
部
長

　
理
事

　
落
合
　
信
賢
氏

お
ち
あ

い
・
の
ぶ
か
た

横
浜
国
立

大
工
卒
、
旭
化
成
工
業

現

旭
化
成

入
社
。
レ
オ
ナ
樹

脂
原
料
工
場
長
、旭
化
成
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

タ
イ
ラ
ン

ド
社
長
、ポ
リ
マ
ー
製
造
第

二
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　■
Ｎ
Ｅ
Ｃ
　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境

推
進
本
部
長
兼
環
境
推
進
部

長　
堀
ノ
内
　
力
氏

ほ
り
の

う
ち
・
つ
よ
し

九
大
工

卒
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
入
社
。
モ
バ
イ

ル
Ｎ
Ｗ
生
産
技
術
本
部
基
盤

技
術
部
長
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
本

部
環
境
推
進
部
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
な
ど
を
経
て
現
職
。

　■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
代
表
取
締
役
副
社

長
　
技
術
戦
略
担
当
・
国
際

標
準
化
担
当
・
研
究
企
画
部

門
長

　
篠
原
　
弘
道
氏

し
の
は

ら
・
ひ
ろ
み
ち

早
大
大
学

院
修
士
課
程
修
了
、
日
本
電

信
電
話
公
社

現
Ｎ
Ｔ
Ｔ

入
社
。
情
報
流
通
基
盤
総
合

研
究
所
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス

シ
ス
テ
ム
研
究
所
長
、
情
報

流
通
基
盤
総
合
研
究
所
長
な

ど
を
経
て
現
職
。

　■
大
阪
ガ
ス
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境

部
長

　
桑
原
　
千
香
氏

く
わ
は

ら
・
ち
か

神
戸
大
法
卒
、

大
阪
ガ
ス
入
社
。
京
滋
リ
ビ

ン
グ
営
業
部
販
売
チ
ー
ム
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
リ
ビ
ン
グ
開
発

部
流
通
開
発
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

ャ
ー
を
経
て
現
職
。

　■
Ｊ
パ
ワ
ー
地
球
環
境
室
長

　
中
山
　
寿
美
枝
氏

な
か

や
ま
・
す
み
え

東
工
大
院

エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
専
攻
修
士

課
程
修
了
、
電
源
開
発

Ｊ

パ
ワ
ー

入
社
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
政
策
研
究
所

Ｃ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
Ｒ

客
員
研
究

員
、
地
球
環
境
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
、
地
球
環
境
室
室
長

代
理
を
経
て
現
職
。
東
工
大

非
常
勤
講
師
を
兼
務
。

　■
住
友
化
学
気
候
変
動
対
応

推
進
室
担
当
部
長

　
森
　
二
郎
氏

も
り
・
じ

ろ
う

東
工
大
院
総
合
理
工

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、

住
友
化
学
入
社
。
ペ
ト
ロ
　

ラ
ー
ビ
ク

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア

、
千
葉
工
場
勤
務
な
ど

を
経
て
現
職
。

　■
住
友
ゴ
ム
工
業
安
全
環
境

管
理
部
長
兼
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
室

主
幹

　
宮
崎
　
眞
一
氏

み
や
ざ

き
・
し
ん
い
ち

阪
大
大
学

院
工
学
研
究
科
応
用
化
学
専

攻
修
了
、
住
友
ゴ
ム
工
業
入

社
。
タ
イ
ヤ
技
術
本
部
材
料

技
術
部
現
材
料
技
術
本
部

課
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　■
東
芝
環
境
推
進
室
長

　
実
平
　
喜
好
氏

さ
ね
ひ

ら
・
き
よ
し

北
大
工
卒
、

東
芝
入
社
。
環
境
推
進
部
参

事
、
製
品
環
境
推
進
グ
ル
ー

プ
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　■
ト
ヨ
タ
自
動
車
環
境
部
　

部
長

　
根
本
　
恵
司
氏

ね
も
と

・
け
い
じ

東
大
法
卒
、
ト

ヨ
タ
自
動
車
入
社
。
海
外
企

画
部
、
人
事
部
、
総
合
企
画

部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
室
長
な
ど
を
経
て

現
職
。

　■
日
本
環
境
認
証
機
構
社
長

　
蛭
田
　
道
夫
氏

ひ
る
た

・
み
ち
お

名
古
屋
工
業
大

卒
、
三
菱
電
機
入
社
。
日
本

環
境
認
証
機
構
シ
ス
テ
ム
認

証
部
長
、
取
締
役
営
業
部
長

を
経
て
現
職
。

　■
日
本
製
紙
グ
ル
ー
プ
本
社

技
術
研
究
開
発
本
部
環
境
安

全
部
長

　
竹
田
　
宏
文
氏

た
け
だ

・
ひ
ろ
ふ
み

東
京
理
科
大

理
卒
、
十
條
製
紙

現
日
本

製
紙

入
社
。
八
代
工
場
製

造
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　■
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
環
境
・

品
質
セ
ン
タ
ー
環
境
・
品
質

渉
外
室
室
長

理
事

　
名
倉
　
誠
氏

な
ぐ
ら
・

ま
こ
と

松
下
電
器
産
業

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

入
社
。

ビ
デ
オ
、
携
帯
電
話
な
ど
の

商
品
企
画
を
務
め
る
。
ム
ー

ビ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長
、
環
境

本
部
環
境
企
画
担
当
理
事
な

ど
を
経
て
、
現
職
。

　■
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
環
境
戦
略

企
画
部
長

　
森
永
　
啓
詩
氏

も
り
な

が
・
ひ
ろ
し

東
工
大
院
理

工
学
研
究
科
有
機
材
料
工
学

専
攻
課
程
修
了
、
ブ
リ
ヂ
ス

ト
ン
入
社
。
中
央
研
究
所
第

７
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

　■
ホ
ン
ダ
環
境
安
全
企
画
室

長　
篠
原
　
道
雄
氏

し
の
は

ら
・
み
ち
お

東
京
農
工
大

工
卒
、
本
田
技
術
研
究
所
入

社
。
以
来
、
４
輪
車
の
エ
ン

ジ
ン
開
発
の
基
礎
研
究
に
従

事
。
本
田
技
研
工
業
経
営
企

画
部
環
境
安
全
室
へ
転
籍
を

経
て
現
職
。

　■
三
井
物
産
環
境
・
社
会
貢

献
部
部
長

　
守
屋
　
義
広
氏

も
り
や

・
よ
し
ひ
ろ

東
大
法
卒
、

三
井
物
産
入
社
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
三
井
物
産
、
物
流
金
融

部
機
能
部
連
結
事
業
室
長
、

物
流
業
務
部
長
な
ど
を
経
て

現
職
。

■
取
締
役
本
社
編
集
局
長

　
竹
本
　
祐
介

た
け
も
と

・
ゆ
う
す
け

立
命
館
大
法

卒
、
日
刊
工
業
新
聞
社
入

社
。
東
東
京
支
局
長
、
編
集

局
第
一
産
業
部
長
、
モ
ノ
づ

く
り
推
進
会
議
事
務
局
長
を

経
て
現
職
。

　
加
藤
三
郎
委
員
　
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

な
く
し
て
人

類
と
し
て
の
気
候
変
動
問
題

へ
の
取
り
組
み
は
な
か
っ
た

と
思
う
の
で
、
私
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
の
努
力
を
高
く
評
価
し
て

い
る
。

　
規
制
が
あ
っ
て
技
術
開
発

が
加
速
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
温
暖
化
で
も
目
標
や
規

制
が
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
を

促
す
の
で
は
。

　
山
口
氏
　
そ
の
通
り
だ
と

思
う
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
特
定

の
目
標
、
政
策
を
推
奨
し
て

な
い
。

　
秋
元
氏
　
厳
し
い
規
制
が

有
効
に
働
く
分
野
は
あ
る
と

思
う
が
、
気
候
変
動
問
題
へ

の
対
応
は
世
界
約
２
０
０
カ

国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
決
定

で
決
め
る
。
キ
ャ
ッ
プ

排

出
制
限

や
規
制
の
実
効
性

に
疑
問
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

う
ま
く
機
能
し
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
現
実
を
踏

ま
え
て
新
し
い
や
り
方
を
探

索
し
な
い
と
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
ら
な
い
と
思
う
。

　
委
員
　
原
子
力
、
Ｃ
Ｃ

Ｓ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
今
後
の
温
暖
化
対
策
で

必
要
と
さ
れ
る
技
術
は
議
論

さ
れ
た
の
か
。

　
秋
元
氏
　
第
４
次
報
告
書

が
出
た
後
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
関
が
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
半
減
の
実
現
に
導
入
が
必

要
な
技
術
を
分
析
し
た
。
現

在
は
半
減
が
か
な
り
難
し
い

の
で
現
実
的
な
目
標
で
の
議

論
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　
委
員
　
政
治
と
国
民
が
危

機
感
を
共
有
す
べ
き
だ
と
思

う
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
は
政
治
に
危

機
を
強
調
し
て
い
く
必
要
は

な
い
の
か
。

　
高
橋
氏
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
役

割
は
あ
く
ま
で
科
学
的
知
見

の
評
価
で
あ
り
、
価
値
意
識

の
関
わ
る
特
定
の
意
志
決
定

や
政
策
の
協
調
は
徹
底
し
て

避
け
て
報
告
書
が
作
ら
れ

る
。一
方
で
政
策
の
選
択
と

実
施
の
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
が
示
す
科
学
的
理
解
を
踏

ま
え
て
、
危
機
感
を
共
有
し

て
い
く
必
要
性
は
あ
る
。
危

機
感
を
伝
達
す
る
役
割
を
担

う
、
新
た
な
組
織
や
活
動
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

る
。

　
委
員
　
政
策
決
定
者
向
け

要
約

Ｓ
Ｐ
Ｍ

は
各
国
政

府
の
交
渉
官
に
よ
っ
て
意
図

的
に
誘
導
さ
れ
る
懸
念
は
な

い
の
か
。

　
山
口
氏
　
そ
う
い
っ
た
懸

念
は
あ
る
。
第
４
次
報
告
書

で
は
政
府
レ
ビ
ュ
ー
を
経
な

い
Ｓ
Ｐ
Ｍ
以
外
の
部
分
に
つ

い
て
も
、
あ
る
部
分
だ
け
を

抜
き
取
っ
て
国
の
排
出
削
減

目
標
に
意
図
的
に
使
わ
れ

た
。
確
か
に
基
と
な
る
数
字

は
あ
る
が
、
単
に
計
算
す
る

と
こ
う
な
る
と
い
う
だ
け
で

コ
ス
ト
な
ど
大
事
な
条
件
は

何
も
書
い
て
な
い
。
こ
れ
は

非
常
に
危
な
い
。


